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研究成果の概要 

グラム陰性菌は、WHO による喫緊に対策が必要な薬剤耐性菌リストの実に 75%を占める

重要な感染症起因菌群である。グラム陰性菌は、内膜と外膜の２枚の生体膜をもち、外環境

と直接接する外膜は、薬剤に対抗するためのバリアとしてだけでなく、感染時に宿主との接

点となる重要な器官である。外膜は、50%以上がβバレル型膜タンパク質により構成され

る。これらは正しい立体構造形成を伴った膜組込みが実現しなければ機能を発揮することが

できない。そこで、本研究課題では、βバレル型膜タンパク質を標的として、グラム陰性菌の

制御を実現することを目的としている。そのために、グラム陰性菌の外膜タンパク質のアセン

ブリーの理解、さらにはそのアセンブリーを阻害できる物質の単離、または技術開発を目指

している。2 年目は、多種多様なβバレル型膜タンパク質を効率よく制御するためにカテゴリ

ー分けを行い、カテゴリーごとの代表タンパク質を決定し、７つのβバレル型膜タンパク質の

輸送再構築実験を完成させた。７種類のタンパク質が輸送装置のどのような介添を受けてア

センブリーが実現されているのかについて詳細に解析した。その結果、小さなβバレル型膜

タンパク質は、輸送装置を構成する５つのパーツのうち３つが必要であること、一方大きな外

膜タンパク質はこれに加えてもう一つのパーツの介添が必要であることを突き止めた。 
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